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  16年目の活動を支えた時間
(2020.10 ～ 2021.9)

ボランティア活動時間
カフェ 498時間
こもれび 260時間

港南台テント村
コロナの影響により
  開催なし
  

視察•研修講師
20回

・サポーター法人
( 株 )一幸堂、(株 )住宅リフォーム神奈川
港南台NEXUS DENTAL CLINIC

・サポーター個人
野口幸子、長谷川淳、川嶋庸子、篠崎桂子、
東雅宏、西野由紀子、金城まゆみ、
山野上啓子、村田尚子、佐藤大伍、高嶋賢一、
杉浦眞知子、赤木孝文、万木弘美、石山恒貴、
松浦先信、川崎治美、斉藤麻利子、本杉悦子、
笹浪眞一、渡辺ひとみ、鈴木雅子、他匿名
希望4名　(順不同・敬称略 )
＊2021年度(2021.12末現在まで)のご登録

                  　　市民や団体が主体的に取り組む、
　　　　　　公益性の高い港南台タウンフェ
　　　　　　の活動や事業を支えるため、運
営の資金的支援をお願いしています。
■費用の使途：
市民レポーター養成 /ふ～のんや便りの発行 /
地域情報サイト「こうなんだい e-town」運営 /
人材育成研修など
■サポート費用　一口 1,000 円 ( 年間 )　
＊複数口も歓迎＊団体・企業は５口以上でお
願いしています。☆別途資料があります。
詳細はお問い合わせ下さい。

●運営
　・株式会社イータウン
　・横浜港南台商店会　
　・まちづくりフォーラム港南
　3団体が連携協力して港南台タウンカフェ事業
　運営を行うとともに、事務所をタウンカフェ内に
　設置して、地域交流・地域活性化活動を実践。
●面積 72.73㎡（約22坪）
●開設 2005年10月15日
●事業 小箱ショップ/カフェサロン/貸しスペー
　ス/貸しギャラリー/情報発信/まちの事務局機能
　/港南台テント村などのイベント企画運営/タウ
　ンシェフ養成（人材育成）

●運営スタッフ
　・有償スタッフ　　       6名
　・ボランティアスタッフ　            12名登録

●港南台タウンカフェ運営コスト
　年間事業高：15,127,939円  （2020年度売上）
　 内訳
 　 ・補助金         ：3,000,000円 
         (総合生活支援事業：サービスB事業）　
 　 ・サポーター ： 234,000円
　       （2020年度タウンカフェサポーター）

港南台タウンカフェは民設民営の自主的な事業と
してまちづくり活動を行っています。行政からの補
助金は全体の3割弱で、自立的な運営を目指して

います。最近では地元の市民・事業者からのご寄
付（サポーター制度）も増えてきています。

港南台タウンカフェ
16年目のあゆみ

子育てやイベント・
ボランティア情報な
ど、ポケットに入り
きらないほどの情報

情報発信

全国の小さなまちや
むらの魅力を再発見
してお伝えする、特
産品のコーナー。

特産品コーナー
cafeだけでなく、小

箱

スクエアと呼ばれる
手

づくり教室、セミナ
ー

勉強会などに活用

カフェサロン

（2019年度）

⼩箱ショップハンドメイドの雑貨やアクセサリー、布小物などが、壁一面にずらり！今年もたくさんの素敵な作品が楽しませてくれました。

\書籍出版/\書籍出版/
コミュニティカフェコミュニティカフェ

『コミュニティカフェ ~まちの居場所の
つくり方、続け方』（齋藤保 著）を出版
販売しています。台湾での翻訳本も！
●2020年6月/ 学芸出版社/体裁：四六
版232頁/本体2000円＋税

小箱ショップ販売

37%

小小箱利用料

24%

飲飲食

5%

事事務委託費

7%

物物品販売

3%

イベント・スペース

1%

その他

2%

補補助金

20%

ササポーター寄付

1% 収入　15,127,939 円

人件費

30%

小小箱販売

29%

地地代家賃

22%

仕仕入れ代

2%

イイベント経費

1%

そその他経費

16%

支出　15,134,313 円



【2020年】
10/15 港南台タウンカフェ15周年
10/15 視察見学：法政大学佐藤様
10/16 まちサロン（58）日本酒
10/18 ヒトヲキクカフェゲスト登壇
10/18 ボランティアスタッフ交流会＠Zoom
10/19 視察見学：栃木県壬生町＠新川崎
10/21 講師：栄区施設交流会
10/26 講師：川崎市職員研修＠Zoom
11/14 視察：横須賀市Ｈ議員
11/20 まちサロン（59）
12/4 視察見学：法政大学上田様
12/6 東小倉地区防災計画まちあるき＋WS＠新川崎
12/8 講師：南区企画講座：ママクリエーター講座
12/13 キャンドルナイトin港南台＠Zoom
12/18 まちサロン（60）
12/20 講師：CRファクトリーコロナ禍だから問い直す
　　　　 「居場所・参加・つながり」の意味とかたち 
12/28 大掃除

【2021年】
1/13 視察見学：東京大学先端科学技術研究センター
1/15 まちサロン（60）かるた：歴史の会
2/7 講師：網走市市民活動支援セミナー＠Zoom
3/8 講師：港北区スキルアップセミナー＠港北区役所
3/19 まちサロン（61）大槌交流
3/21 講師：コミュニティカフェ全国交流会＠Zoom
3/23 アンケート分析会
3/24 カフェボランティア集い
4/10 視察相談：まちlaboいわた
4/16 まちサロン（62）知恵だし会
5/20 講師：宇都宮大学石井ゼミ＠Zoom
5/21 まちサロン（63）ふ～のん
5/27 視察：文京区さきちゃんち運営委員会
5/31 港南台生き生きプレイパークZoomサポート
6/1 小箱サロン
6/10 講師：宇都宮大学講義＠宇都宮
6/12 視察：学生ヒアリング鈴木様（学生コース：高校生）
6/14 港南区工業会会長表彰式
6/18 まちサロン（64）icocca
6/22 ブランチ事業アンケート報告会＠Zoom
6/23 キャンドルナイトin港南台実行委員会キックオフ
7/3 視察見学：鎌倉育ち合いの会
7/16 まちサロン（65）ストレッチ
7/27 視察見学：不二山様（学生コース）
8/2 金沢区ICT支援事業＠泥亀ケアプラザ
8/20 まちサロン（66）
8/27 視察起業相談：岩倉様
9/7 スタッフ会議研修～港南台地域活動を考える会
9/17 まちサロン（67）
9/23 オンライン現場視察会01：はまぐり堂
10/15 まちサロン（67）16周年
10/22-24 おでかけ小箱＠港南台バーズ

10/23-24 キャンドルナイトin港南台展示会
 ＠バーズガーデン広場

港南台テント村

キャンドルナイト in 港南台

カフェサロン

■その他、定例開催の活動・事業など
・もっと×２交流ステーション　（毎月第1金曜日）
・まちサロン（毎月第3金曜日）
・こもれびカフェ （毎週月曜日）

昨年度同様、コロナ禍の影響により席数を減らし、換気や消毒、アクリ
ル板設置など、感染症対策を施しての営業となりました。
トーストメニューにハムチーズトーストが加わりました。
また、はちみつトーストは震災以降お付き合いのある岩手県大槌町で養
蜂された、アカシアとトチをハーフ&ハーフで提供しています。
音楽通りも、演奏してくださる方が増え、10名先着順の席が足りない時
もありました。

●実行委員会回数   9 回　
●実行委員         23名　
●実行委員会出席人数　 延べ98人
●当日参加者数　  約1,300人

●毎週月曜日開催
●横浜市介護予防・生活支援補助事業（サービスB）通所型支援として実施
●プログラム例：折り紙、体操、ピアノやギターの演奏会等

たくさんの出会いやつながりが生まれる「港南台テント村」は、商店会
が約20年以上前から開催し、フリーマーケットや様々なイベントを行っ
ています。
コロナの影響により2020年度は開催ができずとても残念でした。
主催：港南台テント村実行委員会

もっと×２交流ステーション
毎月1回の自由な飲み会、この一年もオンラインで行いました。遠方（時
には海外）から参加の方が多くなり、遠方の常連さんが畑の作物を送っ
てくださるなどの交流が生まれました。ただ、一方で早く集い合って
行いたい…との声も出ています。
■開催日：毎月第1金曜日　19:00～21:00
■場所：港南台タウンカフェ、オンラインZoom

全国各地の先行事例を 「みて」・「きいて」・「かんがえる」をテー
マに、全国各地を旅するように、オンラインで各地のコミュ
ニティカフェの様子や運営方法、地域の魅力なども感じてい
ただくプログラム。2021年度は宮城や福島、広島、福岡な
ど7回実施、延べ129名が参加いたしました。
（2021.9～2022.3）

事例：旅するコミュニティカフェ～オンライン現場視察会

150 人参加
まちサロン inCafe
地域の方をゲストに迎えて専門分野のお話や特技を
披露していただき交流するまちサロン。昨年に引き
続き毎回オンラインで実施しました。ママカメラマ
ンで活躍の方、港南区のかるたの話、ルーマニアの
方の話等々実施。まだまだ魅力的な方がいらっしゃ
ることを実感。4月には知恵出し会を行い、意見交
換しました。
■開催日：第3金曜日18:30～20:00
■場所：港南台タウンカフェ、オンラインZoom

小箱ショップ
常時90名近いハンドメイド作家さんが、心を込めて制作した作品の数々
を並べ、委託販売しています。出店者は、店内の様々な企画展示に参加
したり、ハンドメイド教室を開催したり、販売するだけでは得られない
人とのつながりも大きな魅力の一つです。
新たな取り組みとして、駅前の商業施設「港南台バーズ」での「ハンド
メイドマルシェ」の開催も好評。より多くの方に小箱ショップの逸品を
手にとっていただけるよう、地域と連携しながら歩んでいます。

昨年は、新型コロナウィルス感染予防のためオンラインで開催したキャ
ンドルナイトでしたが、今年は「ぜひ野外で」との思いで時期や開催方
法を工夫して、港南台中央公園で開催しました。訪れた方々が「素敵ね～」
「きれいね」と言いながら心から喜んでいる様子に、実行委員のみなさん
も「やってよかった」と実感。予算的条件が厳しくなりましたが、地域
諸団体からの寄付で、実施することができ感謝。

毎週月曜日は、「こもれびカフェ」として、様々な介護予防プログラムを
開催しています。
こもれびカフェの運営を支えているのは、ボランティアの皆さん。
司会や、受付の案内、お水出し、終了後の体操等はもちろん、参加され
た皆さんが楽しく過ごすことができるように、明るく声かけをしてくだ
さっています。
また、毎月、ミーティングを行い、情報共有や課題解決の話し合いを行っ
ています。

●小箱ショップ稼働数　　   1,005コマ
●新規出店　　　　　　　23人
●小箱スクエア開催数　　  105コマ
●小箱スクエア参加人数　   287人

●ギャラリー      6件
●音楽通りinCafe   15回

中間支援フォーラム
前の年に行った中間支援フォーラムに続いて、区
内の市民活動団体の実態や課題を把握し、必要な
支援につなげるためのアンケート調査を行いまし
た。集計後は中間支援機関の方も招いて「中間報
告会＆意見交換会」を行い、どのような支援が必
要なのかなど話し合いました。アンケートの結果
や報告会の記録をまとめ、関係機関にお渡ししま
した。

■アンケート　2019年9月1日～11月30日
■中間報告会＆意見交換会　2020年6月22日

25 名

vol.8 発行

栄区地域づくりキャンバス運営、にしく市民活動支援センター会報誌デザイン、
かわさき駅東口タウンポータルサイト運営業務／広報誌制作、北海道網走市や
宇都宮大学、横浜市港北区役所での講演やコンサル／横浜市金沢区ICT講座
運営、幸区地区防災計画策定事業など

タウンカフェのまちづくり応援プロジェクト

山路を登りながら

こもれびカフェ

キャンドルナイト in 港南台

港南台地域情報マガジンふ～のん
「ふ～のん」11号を3月に発行することができました。
コロナ禍で頑張っている飲食店を応援する特集を組み、イン
タビュー動画「ふ～のんチャンネル」(YouTube)編集にも初
挑戦しました。
コロナ禍で中学生まちを支える仕事レポートは中断していま
すが、次の12号に向け、中高生が街の風景を紹介する「コ
コドコ」撮影隊(ふ～のんJr.)が活動を開始しました。
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